
本製品には取扱説明書がありますので必ず確認してください 
 1/2 CSB1 添付 

**2022 年  4 ⽉（第3 版） 
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⻭科材料 09 ⻭科⽤研削材料 

⼀般医療機器 ⻭科⽤研削器材（JMDN コード︓70908000） 

アドプレップ 

 

【禁忌・禁⽌】 
下記患者には適⽤しないこと。 
・酸化アルミニウムに対して発疹、⽪膚炎などの過敏症の既往歴

のある患者 
・慢性の気管⽀炎、喘息、その他呼吸器疾患のある患者 
［症状を悪化させる可能性がある］ 
⼝腔内で使⽤しないこと。 
[⼝腔内を傷つけるおそれがある] 

 
【形状・構造及び原理等】 
１. 形状・構造等  

〈本体〉** 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
〈パウダー〉 

アルミナ 粒径50μm, ⽩⾊ 
 
〈付属品〉 

クリーニングワイヤー 
ノズル着脱⽤レンチ 
パウダータンク (専⽤アルミナパウダー⼊り)** 
格納⽤ホルダー 
専⽤アルミナパウダー 200g (別売)** 
 

①ボタン ⑤圧⼒計 
②ノズル ⑥圧⼒調整弁 
③パウダーピックアップチューブ ⑦チューブ 
④パウダータンク  

 
 

２．動作原理 
本品は、圧⼒計及び圧⼒調整弁により噴射圧の調整を⾏い、⻭
科⽤ユニット等から供給されるエアー源により、パウダータン
クに充填されたパウダーを噴射し、補綴物等の研削や表⾯の粗
⾯化を⾏う。 

 
３．本体⼨法及び質量 

(1) ⼨法︓ 全⻑196 ㎜ 
(2) 質量︓ 約210g 

 
４．接続仕様** 

(1) ⼊⼒エアー圧⼒︓ 0.5 MPa 以下** 
(2) エアーの状態︓   異物や⽔分を含まないエアーであるこ

と。** 
(3) 給気ジョイント形状︓ 

専⽤ジョイント** 
※ジョイント形状の異なるエアー供給

源の場合は、ジョイントをエアー供
給源のジョイントに変換し接続する
** 

 
【使⽤⽬的⼜は効果】 

補綴物等の研削や表⾯の粗⾯化に⽤いる。 
 
【使⽤⽅法等】 
１．使⽤環境条件 

下記の条件にて使⽤すること。 
(1) 周囲温度︓ 10 〜 40℃  
(2) 相対湿度︓ 30 〜 75%RH (結露しないこと) 
(3) 気 圧︓ 700 〜 1,060hPa 

 
2．使⽤⽅法 

(1) チューブをエアー供給源に接続する。** 
(2) 噴射エアー圧を調整する際は圧⼒計を確認しながら、圧⼒

調整弁のツマミを回して調整を⾏う。* 
(3) 付属のパウダータンク（専⽤アルミナパウダー⼊り）の蓋

を取り外し、本体に取り付ける。** 
(4) 本体を握り、ボタンを押すと、パウダーが噴射され、ボタ

ンを離すと停⽌する。** 
(5) タンク内のパウダーが無くなった場合、アルミナパウダー 

200g (別売)をパウダータンクへタンクの所定の位置まで
⼊れ使⽤する。 

① 

③ 

⑤ 

② 

④ 

⑥ 

⑦ 
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3．使⽤⽅法等に関連する使⽤上の注意 
(1) 本品のノズルを顔や⽬に向けないこと。 
(2) パウダー詰まりや故障の原因となるため、⻭科⽤ユニット

に接続時、給⽔接⼿には絶対に接続しないこと。 
(3) 正常に機器を使⽤するため、本品は使⽤前に必ず清掃する

こと。 
(4) チューブ接続部からエアー漏れがないことを確認するこ

と。 
(5) パウダータンク内のパウダーに汚れや異物混⼊が無く、凝

集が無い乾燥したパウダーを使⽤すること。 
(6) 乾燥したエアーを使⽤し、酸素、可燃ガス、毒性ガスは使

⽤しないこと。また⼊⼒エアー圧は0.5MPa 以下で使⽤す
ること。 

(7) パウダーピックアップチューブは確実にパウダータンク
に挿⼊されており、パウダーの中に常に⼊っている状態で
使⽤すること。 

(8) 先端のノズルは確実に本体に固定されていることを確認
すること。** 

(9) 故障の原因となるため、専⽤のパウダー以外を使⽤しない
こと。* 

(10) 使⽤前にパウダーの噴射を⽬視で確認すること。** 
 
【使⽤上の注意】 
〈重要な基本的注意〉 
１．本品の使⽤により、発疹、⽪膚炎等の過敏症状を起こした

患者および医療従事者は使⽤を中⽌し、すぐに医師の診断を
受けさせること。 
 

２．⽬の損傷を防ぐため、保護めがね等を使⽤すること。 
 
３. 呼吸による粉塵の吸⼊を防ぐため、局所吸塵装置、公的機関

が認可した防塵マスク等を使⽤すること。 
 
【保管⽅法及び有効期間等】 
１．保管条件  

下記の条件にて保管すること。 
(1) 周囲温度 ︓ -10 〜 70℃  
(2) 相対湿度 ︓ 10 〜 85%RH (結露しないこと) 
(3) 気    圧 ︓ 700 〜 1,060hPa  
余剰のパウダーは本体からパウダータンクを外し蓋をして保
管すること。 

 
２．耐⽤期間 

6 年間。（⾃⼰認証（当社データ）による） 
※正規の使⽤⽅法、保守点検、消耗品などの交換を⾏った場合 

に限る。 
 
 
 

【保守・点検に係る事項】 
１．医療機器の使⽤、保守の管理責任は、使⽤者（医療機関、 

病院、診療所、技⼯所）側にある。 
 

2．⽇常の点検および定期保守点検は以下の項⽬に従って⾏う。 
下記項⽬の点検を実施し、異常がある場合は交換もしくは修
理依頼を⾏うこと。 
 

〔使⽤者による保守点検事項（⽇常点検）〕 
点検内容 点検時期 点検事項 
本体 使⽤前 各部に異常はないか 
パウダータンク 使⽤前 ひび、⻲裂、キズ、変⾊などの

異常がないか** 
エアー漏れなどの異常がない
か 

チューブ* 使⽤前* ひび、⻲裂、キズ、変⾊などの
異常がないか** 
エアー漏れなどの異常がない
か* 

圧⼒計 使⽤前 エアー供給前はゼロを指すこ
と 
エアーを供給したらゲージが
動くこと、およびMax 値を超
えないこと 

ノズル 使⽤後 パウダーの排出を⾏ったか 
詳細は取扱説明書を参照すること。 

 
〔使⽤者による保守点検事項（定期保守点検）〕 

なし 
 
〔業者による保守点検事項〕 

定期点検を弊社または弊社の指定する業者に依頼すること。 
点検内容 点検時期 点検事項 

ノズル １年に１回 適切な噴射が出来ているか 

パウダータンク １年に１回 ひび、⻲裂、キズおよび変⾊
などの異常がないか** 

 

 
【製造販売業者及び製造業者の⽒名⼜は名称等】 

株式会社モリタ東京製作所 
 
電話番号 048-723-2621  
お客様専⽤フリーダイヤル 0120-131-557 

 
受付対応時間 9:00〜12:00、13:00〜17:00 

(⼟・⽇・祝⽇を除く、弊社営業時間) 
 
 


